
豊能地区（豊中市）

取組の概要

成果と課題

「授業研究に係る演習」として、初任者研修と10年経験者研修を合同で実施している。

授業研究の対象科目等については、平成27年度は「道徳」とした。

校種別の6人程度の班に初任者と10年経験者を振分け、初任者が作成した指導案をも

とに、10年経験者の指導助言を仰ぎながら、班ごとに単元の指導計画を作成した。

成果

① 授業づくりについて10年経験者から児童生徒の実態にもとづいた具体的な

指導助言を受けることで、授業づくりの視点をより明確に持つことができた。

② 教職経験の異なる教員による実践交流を持つことで、改めてそれぞれの良

さを認識するとともに、校内OJTの活性化につなげることができた。

課題

本市においては今後10年経験者の人数が初任者の人数を上回るため、交流

の形態を見直す必要がある。



【他の教職経験者研修との合同開催】

　　工夫①　学校と地域・家庭の「連携・協働」による教育コミュニティづくりを推進していく研修を

　　　初任者研修に位置づけている。

　　工夫②　小学校の初任者を対象に外国語活動（英語）研修を実施している。

　　　 　　

　　

   

　　

　　　　 

豊能地区（池田市）

取組の概要

成果と課題

① コミュニティづくりについての講義
② グループワークのテーマの提示

いけだ学園 いしばし学園 きたてしま学園しぶたに学園 ほそごう学園

グループの構成

学校・幼稚園

幼稚園教職員

中学校教職員

小学校教職員

ふくまる教志塾生

初任者

を含む

地域
学校支援ボランティア

キッズランド運営委員会委員

池田市議会議員

民生児童委員

地区福祉委員

キッズランド関係者

学校支援コーディネーター

など

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを通した学校・
幼稚園と地域の交流

グループワークで出た意見や考えを全体で交流・共有

学園（中学校区）ごとにわかれて

成果

・学園ごと（中学校区単位）に分かれて意見交流を行っている。

学校園を支援いただいている地域の方の思いを聞くだけでなく、

地域と学校（教員）とのつながりを築くことができた。

・池田市は小学校１年生より外国語（英語）活動を実施している。

外国語活動教材を活用した指導法の工夫や教室で役立つ英語

表現について学ぶことができた。

課題

・研修だけではその場限りとならないために、普段から地域の方

と接するよう意識させる、或いは仕組みづくりが必要である。



成果　・校外での研修で学んだことを校内での授業実践につなげられる。

　　　　・校内で公開授業を実施することで、それぞれの研修内容を校内で

　　　　　共有できる。

　　　　・経験年数の浅い教員同士で授業を観ることで、切磋琢磨する機会

　　　　　となっている。

　　　　・校内で経験の浅い教員を指導する機会となっている。

課題　・経験年数の浅い教員の増加に伴い、公開授業の日程調整が

　　　　　難しくなってきている。

　　　　・校内の指導体制によって、初任者にとっての成果の差が生じる。

成果と課題

豊能地区（箕面市）

取組の概要

工夫①　授業づくり研修（校外）を初任者と１０年経験者と合同で実施し、初任
者にはキャリアの見通しを持たせ、１０年経験者には初任者に助言す
ることでミドルリーダーとしての自覚を持たせる。

工夫②　授業づくり研修の内容を実践につなげるために校内で公開授業を実
施。その授業に経験年数の浅い教員、講師に加え、校内研究推進担
当者や管理職が参加することで校内ＯＪＴの充実を図っている。

キャリアステージ研修

初任者研修
１０年経験者

研修
２年目研修 ３年目研修 ６年目研修

授業づくり研修
（初任者と１０年経験者で合同開催）

授業づくり研修
（経験年数に応じた内容で実施）

授業づくり研修の内容を基にした授業を校内で公開

・各校内で公開授業に参加
・研究協議の実施（１０年経験者、研究推進担当者による進行）
・レポートの作成（校内ＯＪＴ担当（教頭・主幹教諭）による助言）



青森市

取組の概要

成果と課題

工夫① 校内指導教員には、高い専門性を有する教諭を配置し、学習や学級経営及び生徒指導に

対する指導助言はもとより、初任者の悩みや必要とする情報について適切に対応するよう

に努めている。

工夫② 初任者研修を校内研修の中に位置づけ、全教員が初任者へ授業公開するように計画した

り、初任者研修で活用した資料を配布したりと研修の充実につながっている。

工夫③ 配置された拠点校指導教員が、初任者の経験や教科の特性を考慮に入れて、柔軟に指

導助言をしている。

【成果】 校内指導教員を中心に校内指導体制が整備されている。

拠点校指導教員が、教科や児童生徒の指導への指導助言のほか、初任者のメンタルヘル

スについても支援している。

【課題】 拠点校指導教員配置の学校と単独校による校内指導教員のみ配置の学校では、単独校の

校内指導教員の負担が大きい。

工夫点②について、

すべての学級（特別支援学級含む）の授業参観日を校内における初任者研修年間計画に位置付ける。

○授業実施においては、すべての教員が授業公開。

○すべての教科・領域になるよう計画し１学期の実施。

○授業参観後は、指導教員と初任者が「授業のポイント」や校内研究のテーマ等の視点で、振り返りを行う。

○すべての教員が、初任者を育てていく視点及び校内研究の活性化の視点も視野に入れて実施している。

【成果】

○初任者にとって

・児童の発達段階に応じた指導の理解につながる。

・先輩教員の指導技術を実際の場面で見ることで、自分の指導に生かすことにつながる。

・校内の多くの教員に授業等の悩みを相談できたり、多くの教科の特性を生かした指導方法を学んだりできる。

○学校にとって

・初任者のメンタルヘルス向上や全教員の組織の一員としての意識向上につながる。

・授業を公開することで、教員の授業力向上につながる。



　　　・教職１０年経験者の授業をする姿や会を運営する様子にふれる

秋田市

取組の概要

○初任者研修と教職１０年経験者研修を一部合同で開催している。

・教職１０年経験者が勤務校（小学校、中学校各１校）を会場に開催

  する授業研究会に初任者も参加している。

・開催校管理職への依頼等事前の準備から、当日の運営まですべて

  教職１０年経験者が行っている。

成果と課題

成果・中堅教員の授業を参観し、一緒に授業について協議をする機会

　　　  は、初任者の授業力向上につながっている。

　　　  ことで、初任者が自分の１０年後をイメージし、長期スパンでの目

   標を設定する機会となっている。

 ・別の校種の授業を参観することが、初任者にとって小中の学び

　 のつながりを意識した指導をすることの大切さに気付く機会とな

　　っている。



①初任者は、事前に自己研修課題として「教科指導」「生徒指導」「学級経営」の中からテーマを選び研修計画を立てる。

②研修計画に沿った実践の途中経過をまとめた資料をもとに、10年経験者研修の受講者とともに班別交流を行う。

④それぞれに振り返りを行い、学びを共有する。

　

　

　

前橋市

取組の概要

③初任者は自己研修課題に沿った実践の様子や課題について報告し、１０年経験者は自身の経験を踏まえて助言をする。

成果と課題

○成果

初任者は、１０年経験者に自己研修課題の成果や課題を話すことで同僚

の先輩教諭とは違った視点から、助言をもらうこともできる。また１０年後の

自分の姿についてイメージと展望を持てる機会にもなっている。

１０年経験者にとっても、初任者の悩みを聞く中で、効果的な助言につい

て考えたり、自分の職能成長を振り返ることができる。

○課題

十分な交流の時間を確保し内容を充実したものにするためには、適切な

班編制が必要であるが、初任者と１０年経験者の人数や校種のバランスか

らそれが難しい場合もあるのが運営上の課題である。



成果と課題

成果　　・主体的・協働的な学びの要素を含んだ研修の実現　※根拠は、外部評価、指導者の感想、受講生が毎回提出する研修評価、感想及び要望

　　　　　・初任者はもとより、指導者として抜擢した市内教員の資質・指導力の向上　※根拠は、初任者の指導育成状況調査、指導主事による初任者の授
　　　　　  業参観、指導者の感想

課題　　・初任者が主体的に研修に取り組み、資質･能力の向上につながるような研修内容、形態等の工夫改善

越谷市

取組の概要

工夫①　教職経験1年目の初任者から、10年目まで途切れのない研修体系、教職経験のない大学生、ミドルリーダーとなる中堅教職員、円熟期を迎えたベ
             テラン教員までを視野に入れた越谷市独自の越谷市教職員研修スタンダード（図１）および研修体系（図２）を確立

工夫②　ベテラン、中堅教員がメンターとして若手教員の指導助言を行ったり、研修後に連絡を取り合ってOJTの視点で共に学び合えるようなシステムの基
            礎を構築、市内小中学校の教員を年次経験者研修の指導者に意図的に抜擢

工夫③　５スタイル（講義、演習、協議、発表、体験・実習）、６コンテンツ（知識、理解、応用、分析、統合、評価）の組み合わせによる研修設計（図３、４）

工夫④　市内小中学校で希望する教職員が参加できる研修講座のオープン化（図２）

図１ 研修スタンダード 図２ 研修体系

図３ 年次研修 図４ Ｈ２７年度小学校初任者研修

機関研修計画（一部抜粋）



　

船橋市

取組の概要

　工夫①質の高い授業を見る機会の充実（授業参観、公開研究会参観）

　工夫②教員としての悩みの共有（先輩教員から学ぶ）

　工夫③安全面に配慮した授業のための研修（理科、体育）

成果と課題

初 任 者

授業の達人 等

先輩教員（３年目・７年目）

①授業参観

（国語、算数、

道徳、体育等）

③安全面への

配慮

（理科、体育）

②悩み（授業、学級経営他）

成果 ・質の高い授業の参観をとおして学んだことや安全面への

配慮について知ったことを日々の指導の中で実践しよう

としている。

・先輩教員の経験から学び、また、同期の仲間と悩みを共

有することにより、前向きに活動しようとしている。

課題 ・中堅教員の人数が少なく、講師を依頼できる人材の発掘

が課題である。

・初任者として身に付けてほしい内容が多岐にわたるため、

どうしても研修内容が浅く広くなる傾向にある。



工夫②　５年経験者の授業を参観し，授業者と意見交換することにより，

柏市

取組の概要

工夫①　1学期の現状と課題について話し合う際に，グループの中に５年

　　　　　　経験者を助言者として配置し，グループ別協議を行った。

　　　　　

課題　・助言者や授業展開をする５年経験者の質に偏りがある。

　　　　・助言者としての研修や授業を見るポイントを明確にする必要がある。

　　　　　授業力の向上を図るとともに，学級経営のポイントを学ぶ。

成果と課題

成果　・互いに年齢が近いため，気軽に聞いたり教えてもらったりすることが

　　　　　できたと，初任者から好評である。

　　　　・５年経験者にとっても，リーダーとしての自覚を醸成するきっかけと

　　　　　なった。

【柏市教職員研修体系】

教師力・学校力の向上



工夫①：教職への使命感や、教育公務員としての自覚を高めることをねらいとした、初任

　　　　　者を対象としたスポット研修では、「新規採用教員任用前研修」「接遇マナー・

　　　　　コミュニケーション能力向上研修」「地域理解・教材化研修」を実施している。

工夫②：指導主事や非常勤教員として任用されている退職校長が、全ての初任者を対象に年間３回

　　　　　以上訪問している。また、要望に応じて、随時訪問し、きめ細かい指導を行うとともに、初任

　　　　　者の悩みなどの相談にも応じている。

八王子市

取組の概要

成果と課題

八王子市の教育に求められる教師

地域への愛着

職層に応じて求められる資質・能力の明確化

教諭 主任教諭 主幹教諭・指導教 副校 校長

育成したい資質・能力に焦点化した

“スポット研修”

●
八
王
子
市
の
特
色
を
生
か
し
て
開
発
し
た
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
市
の
地
域
の
よ
さ
を
生
か
し
た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
。

●
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
八
王
子
市
の
教
育
を
担
う
一
員
と
し
て
の
自
覚

が
高
ま
り
、
そ
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
も
醸
成
さ
れ
て
く
る
と
考
え
る
。

開発の視点：八王子の「歴史・文化財等」「学園都市の特性」「市民力」を生

成果① 「接遇マナー・コミュニケーション能力向上研修」では、社会人としての接遇マナーを学

び、特に保護者との折衝力の向上を図ることができた。また、「新規採用教員任用前研修」

「地域理解・教材化研修」では市内見学を行い、八王子の特色・歴史・文化等を知ることで、

郷土理解の授業に生かすことができた。これにより、初任者の指導上の課題に直結した研

修を実施することができた。

成果② １３５名の初任者に対して、指導主事と非常勤教員として任用されている退職校長が密

に連携をとって指導力の向上を図っている。年間一人３回以上（計４０５回）、各初任者の

授業を観察し、管理職を含めて指導していることに加え、要望に応じて随時行う、相談研

修を２１回実施した。

課題① 研修での学びを、学校組織の中で生かせるＯＪＴ体制の構築が不十分な学校がある。

課題② 初任者の多様な専門教科等に対応するために、指導主事の専門性を向上させたり、

人的資源を一層、活用したりする必要がある。



　　工夫①　校外研修の精選と　年間計画の見直し

　　工夫②　模擬授業・授業研究など実践的授業力向上を目指す校外研修

　　工夫③　校内のOJT促進を目指した　教職10年経験者研修との同時開催

　　工夫④　食教育・外国語活動の校外研修を通して、基本の知識・技能を習得（小学校教諭）

　　　　　

　　　

　

横須賀市

取組の概要

成果と課題

成果・・・ 夏季以外、出張が月に１回以内となる。

基礎的指導技術や児童生徒理解・支援への意欲向上

ＯＪＴ促進による校内の活性化、教職員間の結びつきの強まり

校内研修における、指導教員の手引き活用

課題・・・ 校内指導教員方式における、校内研修時間の確保

方式や学校事情によって、初任者の学級指導・授業参観等直接指導の

内容・回数の格差

中学校の各教科における専門的授業力向上が難しい。

小学校・中学校の学級経営力の向上



成果　・参加する授業研修会を希望・選択式にすることで、初任者の

　　自主的に学ぶ意欲の向上につなぐことができた。

　 ・6年次教員の授業づくりや学級づくりのよさを実感し、自分の実

　　践に取り入れたい指導方法を具体的にもつことができた。

課題　・6年次教員研修の授業研修会で、異年次、異校種の参加者が

　　共に学び合うためには、どのような研修方法が有効であるかに

ついて検討する。

   ・授業技術の伝承における富山市OJTが更に活性化するように、

研修方法を検討する。

富山市

取組の概要

成果と課題



　　　　

　　　　　

岐阜市

取組の概要

成果と課題

工夫１ 経験年数の少ない教員に初任者も含めた校内研修チームをつくり、教頭、教務主任の指導のもと、

全校体制で継続的、自主的、組織的な研修が実施されている。

成果 若手教員がチームとして研修していることが校内に周知されているので、積極的

な研修が可能となる。

若手教員の得意分野とベテラン教員の得意分野、苦手分野の相乗効果が見ら

れるとともに同僚性が醸成される。

課題 人事配置によっては、チームでの研修が十分にできない学校もあるため、管理

職、教務主任に対する初任者育成に係わる研修の必要性を実感している。



課題 ・この研修以外にも、初任者研修の中には、５年目を迎える教員
に依頼し、道徳の授業を参観させてもらう機会を設け、初任者の
授業力向上を図っている。このような縦のつながりを生かした研
修の可能性を今後も模索していく。

豊橋市

取組の概要

　工夫 　研修の最終日に、2年目を終える先輩教員から講話をいただく
機会を設定している。次年度以降の見通しをもたせるとともに、
つながりのある研修により、確かな力量向上を図る。

成果と課題

成果 ・受講後の初任者の感想から、がんばっている先輩からの話を
聞くことで、次年度への見通しがもて、目標が具体的になったこ
とがわかる。
・講話をする２年目を終える教員は、後輩を元気づけようと話の
内容を工夫しており、豊橋の教育を支える仲間を育てようとする
意識が芽生えている。



　が構築されている。

課題 ・特になし

成果と課題

成果 ・指導教員の高い専門性を生かした指導と多くの指導教員らの指導によ

　り、初任者の指導力の向上が見られる。

・身近な先輩教師に気軽に相談することで、教員相互の良好な人間関係

　　　 アドバイスをもらいながら、自身のめざす教師像を再確認する。

豊田市

取組の概要

工夫① 高い専門性を有する拠点校指導教員を校外研修の各講座に配置し、多くの

　　　 指導教員から学ぶ機会を設けている。

工夫② ５年経験教員に学級経営、授業、生徒指導等の悩みを相談する機会を設け、



大津市

取組の概要

成果と課題

◎ステージ研修の合同開催
・ 【小学校 授業づくり】「算数科の指導と実践から」は、臨時的任用教員研修と合同開催し、初任者

と臨時的任用教員が協働し、算数科の授業づくりについて学んだ。

・ 初任者研修（小中）、新規採用教員研修（幼）、教職２年次研修（幼小中）、教職３年次研修（幼小

中）、臨時的任用教員研修（小中）を【若手教員合同研修】「その生き方に学ぶ」として合同開催し、

著名な方に講演いただき、講師の生き方から自己の姿勢や生き方を振り返った。

・ 【中学校の教科合同研修】「授業づくり」は、教職２年次研修、教職３年次研修、臨時的任用教員

研修と合同で開催し、教科別の講師の指導の下、専門教科の授業づくりについて学んだ。

◎ステージ研修の合同開催

成果 ・ 受講者の人数が増え、様々な実践を交流することができ、自己の実践を振り

返る良い機会となった。

・ ステージの異なる受講者同士が協働して指導案づくり等を行うことで、受講者

が新たな視点や考え方を得ることができた。

課題 ・ 中学校の教科合同研修は、日程の都合や講師の手配等の理由で、年間１回

の開催となっている。年間３回（学期に１回）の開催が必要であると考えている。

・ 小学校の研修の合同開催については、今後、受講者が増加し、施設等の課

題が生じることが予想される。



成果

課題

高槻市

取組の概要

成果と課題

初任者研修の目的である、実践的指導力と使命感を養うととも
に幅広い知見を得させるため、受講者がすぐに活用できる内容
と長期的に培われる内容について、ライフステージに応じて体系
的に実施している。

大量採用による初任者研修対象者が増加するなか、時代の
ニーズにあった研修内容の充実を図るとともに、個々の課題に
応じた支援が課題である。



姫路市

取組の概要

成果と課題

高い専門性を有する教諭を初任者の校内指導教員として配置し、学校として組織的な指導体制を工夫①

構築する。

若手・中堅教員をメンターとし、初任者が孤立することがないよう、気軽に話せる雰囲気作りを行う。工夫②

　
成果 ・校内指導教員が組織的に指導に関わることにより、初任者の指導力の向上を図る

ことができた。

・メンター制度により、初任者が気軽に悩みを相談することができ、良好な人間関係

を構築することができた。

課題 ・年度当初の早い時期に各校でのメンター制度の導入について、周知徹底を図る。



○メンター方式の導入

校長

初任者 メンター

教頭 校内研修推進チーム
校内研修のコーディネート

①初任者の状況や各学校の実態に応じてメンターを選任する。

②メンターは、できるだけ教職経験が概ね３～５年の同世代の教員

（成果）

①初任者が気軽に相談できる環境を作ることができる。

②メンターにとって初任者から質問されることによって、自分の取組を

　改めて整理することができる。

尼崎市

取組の概要

成果と課題

相 談

支 援

連 携
連 携 連 携



西宮市

取組の概要

成果と課題

西宮市では、教職員のライフ

ステージを考えた研修体系を構

築している。

職務研修については、図に示

すとおり、初任者研修から５年

次まで、さらに１０年次、１５

年次と年次研修を設けている。

その他にも、主幹教諭、教頭、校園長の研修、中堅教員を対象とした西宮教育

推進講座を実施している。臨時的任用教員の研修も実施している。

【初任者研修の特徴】

○小学校校長会主催の新任研修（年6回）や中学校教科等研究会（年3回）と共

催した、地区別、グループ別研修

○西宮養護学校での実地研修

○ＥＳＤの視点を含んだ、西宮を知る実地研修 民間組織のこども環境活動支

援協会より講師を招聘

【成果】

・実際の子供の様子や教職員のかかわりを参観する実地研修を交えることにより具体

がはっきりし、研修の意欲が高まり、教材化や指導に生かすことが容易になる。

・共催による授業研究をすることにより、現場の実情に応じた校長からの指導助言や

先輩教員が作り上げてきた、授業観等を学ぶことができる。

【課題】

・地区別、グループ別の研修では、指導する内容が詳細まで共通理解できない。

・初任者研修の内容や他の研修との内容の重なりを常に検討する必要がある。

・初任者の数が多くなるときの、地区別、グループ別の研修では、講師や研修場所の

調整が難しい。



工夫①

　　　　　

　　　　　

工夫②　

　　　　　

　　　　　

成果　・

・

 
課題　・

・

向上につながる。

メンターとなる若手教員を選ぶ際に他課との協力が必要

メンターとなる若手教員の人材確保

若手教員がメンターとなることで、初任者の戸惑いや不安に共感できる

ため、より具体的な実践の工夫が共有できている。

・ 若手教員がメンターとなることで、初任者の戸惑いや不安に共感できる

部分が多く、メンターと共に具体的な実践を考える機会となっている。

メンターとなる若手教員は自身の教育活動をふり返り、更なる指導力の

和歌山市

取組の概要

成果と課題

１年間の教育活動で要となる４月の学級開き・授業開きと２学期のむかえ

方にテーマを設定することで、初任者がすぐに実践を教育活動に活かせ

るようにしている。

若手教員をメンターとして招聘することで、メンターも日々の教育活動や

これまでの教育活動をふり返り、工夫・改善するきっかけとなっている。

本市採用３～６年目の若手教員

初任者３～５名のグループ

○ 本市採用３～６年目の若手教員をメンター
として４月研修、８月研修に招聘する。

○ メンター１名と初任者３～５名のグループで
協議を行う。

○ ４月研修のテーマは「学級開き・授業開き」、
８月研修のテーマは「２学期のむかえ方」で
協議を行う。



下関市

取組の概要

工夫　・初任者のみならず、２・３年次教員を含めた若手教員人材育成の視点から体制
　　　　　づくりを整え、組織的・計画的かつ継続的な研修を実施している。（下関市若手
　　　　　育成１０００日プラン「たんぽぽ作戦」）

成果と課題

成果　・指導教員を中心とした初任者に関わる多くの教員の授業力・指導力を生かした
　　　　　日々の指導により、初任者の指導力の向上が見られる。
　　　　・初任者研修を含めた若手人材育成（初任から３年次）の体制づくりにより、初任
　　　　　者の指導力の向上だけでなく、校内研修の活性化も図られた。
課題　・指導教員は、県による加配措置であり、配置できる者の数や質に課題がある。
　　　　・初任者研修対象者の数が増加し、研修内容等を企画・運営していく上で、場の
　　　　　確保や研修方法等を考慮するなど、課題がある。



宿泊研修として、初任者が参加する。

工夫　

 　　　 

　

　　

　　

　

　　

松山市

取組の概要

成果と課題

実際に児童生徒を引率する中で、集団宿泊訓練の計画や運営などの

研修を行い、実践的な指導力の育成を図っている。

【未来を拓け！松山こどもリーダーズ事業】（学校教育課主催）
小中学校の児童会・生徒会代表者が集まり、共通のテーマについて意

見を述べ合い、互いに協力して課題を解決したり、スポーツや野外活動
に取り組んだりする中から、リーダーに望まれる資質や能力を育て、次
代の松山や日本を担う気概と自覚を持たせる２泊３日の野外活動

【松山市初任者研修】（教育研修センター実施）
「未来を拓け！松山こどもリーダーズ事業」の計画・運営及び自然体験
を通した研修によって、児童生徒に対する指導力の向上に努めるととも
に、教員として必要な資質の向上を図り、幅広い知見を得る。

成果

・ 児童生徒の前に立ち、指導する立場で活動を進めることになるので、初任者に

とってやりがいのある研修となっている。

・ 初任者同士だけでなく、児童生徒との人間関係を構築しながら活動に取り組む

ようになるので、コミュニケーション能力の育成への効果が期待できる。

課題

・ 事前打ち合わせの時間を十分にとることができないため、活動の見通しがもち

にくい。

・ こどもリーダーズ事業として運営する活動、初任者研修として運営する活動が

あり、活動の全体像を初任者がとらえにくい。より研修が効果的に行われるた

めに、活動にどのように関わっていくのか検討していく必要がある。



1 年次研修における学級経営に関する研修の系統性について

2 初任者研修と３年経験者研修の合同開催について

　

・

・

・

・

工夫② 　８月には，３年経験者との合同研修を実施し，実践交流を通して効果があった具体的
　な取組を得るとともに，同僚性を構築することでOJTの推進につなげていくよう実施し
　ている。
　また，外部講師を招聘し，実践に対しての助言や価値づけを行うとともに，改善の方
　向性等明らかにし，２学期以降の配置校での実践に効果的に生かすことができるよ
　う実施している。

高知市

取組の概要

　 法定・年次研修（初任者～２･３･４年経験者研修）については，授業力と学級経営力の向上の二つ
を柱に系統性をもたせた研修を実施している。学級経営については，下表の系統性に基づき，本年
度新たに初任者と３年経験者の合同開催による集合研修を企画・実施している。

工夫① 　初任者の学級経営力を養うために，学級経営RPDCAサイクルを活用し，OJTとOff-
　JTをリンクさせながら，通年を通した研修を実施している。

　外部講師による講話及び指導・助言により，受講者が学級経営についての自己調整力（メタ
　認知能力）を身に付ける良い機会となった。

課   題　
　配置校での実践に効果的につなげていくことができる校内支援体制の確立に向けた仕組み
　づくりをする。

工夫③ 　年度末には，学級経営RPDCAサイクルを生かし，実践を通して得た学びを成果や課
　題としてまとめ，２年経験者につながるよう計画している。

成果と課題
成   果  

　初任者の「研修の記録」からは，同様の課題に対応してきた３年経験者の具体的なアドバイ
　スなどが，初任者のニーズに即した学びとなった記載が多く見られる。

　３年経験者の「研修の記録」における受講者評価（４件法）は，満足度（平均3.8）及び活用度
　（平均3.9）と共に高評価であった。また，初任者の意欲に喚起され今後の実践意欲を高めて
　いる記載も見られている。



特別支援学校授業力向上の研修において、初任者と１０年経験者が授業観察の方法等
について合同のグループ協議を行っている。

１日日程の午前中に、初任研、１０年研それぞれの講義を実施し、午後に合同協議を開催
している。

新採用者の増加、限られた予算枠での編成の必要性から、可能な限り、拠点校方式によ
る初任者研修を実施している。拠点校指導教員の人数を確保するため、再任用教員を配
置することで補っている。（平成27年度　小学校45人の内17人が再任用。中学校９人の内
３人が再任用。）

実施状況
・初任者研修対象教員は、名古屋市を除いて１０００人規模の採用を継続。
・校内研修は、年間150時間以上を計画。
校外研修は、総合教育センター、各教育事務所等で、宿泊研修を含めて２０日。
・名古屋市、中核市は別に実施。
また、東三河教育事務所管内は遠距離であることなどから分離開催。
・校内の指導教員等を中心とする指導及び助言の「従来方式」と、校内指導教員と拠点校
指導教員が当該校を訪問して行う「拠点校方式」で実施。
・研修内容について常に見直しに務め、今日的課題や実態に応じた内容で指導。
＜平成２７年度に研修内容として変更した例＞
　「職場のマナー　社会人としての心得」
　「ＥＳＤ（持続発展教育）の視点を含む環境教育」
　「不祥事防止を含む本校の服務、業務」「教科指導とＩＣＴ機器」等

取組の概要 成果 課題

１０年経験者が拒否感なく、また、円滑な協議
の進行や助言を行えるよう、１０年研の午前中
の講義や演習の内容を、今後、ブラッシュアップ
していく必要がある。

再任用短時間勤務の勤務の割り振りによって、
初任者研修の準備等に係る時間について柔軟
に対応しなければいけない場合がある。

・指導教員の多忙化につながる。
→校内研修を大切にし、負担が少ない拠点校
方式を拡充したい。
・校外研修後補充非常勤講師の任用が、教科
の制約等から難しい。
・研修における初任者の負担軽減と２年目以降
の充実を図る必要がある。

・初任研指導教員として、積極的に再任用教員を活用している。
・拠点校方式以外での指導教員としても、再任用教員を活用し、教科指導、一般指導のノ
ウハウの伝承に一役買っていただいている。

機関研修　「先輩の授業に学ぶ」
○目　　標　　経験豊富な先輩教員の授業を参観し、研究協議を通して、自身のこれまで
の授業実践を振り返り、授業改善の視点をもつ。
○研修内容　　先輩教員による授業の参観及び研究協議
○実施教科等　（小学校）国語・算数・体育・道徳・特別活動から１つ選択し、参加。
音楽専科は、音楽で行う。
　　　　　　　（中学校）各教科で行う。
　　　　　　　（特別支援教育）市内の研究発表会に参加
※　先輩教員は、他の教職経験者研修の研修教員ではなく、それぞれの教科等につい
て、指導に長けた教員から選出している。

拠点校指導教員の一部に再任用教諭を充てている。 豊富な経験と実践を有する再任用教諭が拠点
校指導教員として、初任者研修の指導に当たる
ことで、多様な初任者に対して、有効な指導が
行われている。

校内外に広い人脈があることから、校内の教員
との連携も図りやすく、また、自分の得意教科
以外でも初任者の悩みに応じて、情報収集を
行っている。

拠点校指導教員の高い指導力により、初任者
の指導力の向上が見られる。

初任者研修を２日に分けることにより、研修日
の校内体制維持への負担が軽減されている。

　・　各校における指導教員の不足への対応。
　・　新規採用教員の増加に伴い、新規採用教
員配置校間の指導教員の力量による学校間格
差を縮める取組として期待される。

［現状と課題］
 　ベテラン教員の大量退職、若手教員の大量採用に伴い、教員の経験年数のバランス
が崩れ始めている。そうした現状において、若手教員と中堅層（３０～４０代）の教員の育
成は、喫緊の課題となっている。若手教員は、学習指導や学級経営等に係る基礎・基本
を身に付けること、中堅層は、ミドルリーダーとして若手教員を育成しようとする意識の低
さが課題であり、研修のさらなる充実が求められる。

［工夫］
　平成２３年度より、初任者は１０年経験者と合同研修（B＆S研修）を実施しており、若手
教員の育成とミドルリーダーの育成を同時に行っている。
○小学校
・学級経営において、小グループに分かれ、初任者は１０年経験者の「学級経営における
望ましい人間関係の形成に向けた取組」の実践発表を聞いたり、助言を受けた。
・初任者と１０年経験者が学級経営上の諸課題の改善に向けた協議を行い、課題解決策
を考えた。
○中学校、高等学校
・学習指導において、各教科に分かれ、初任者は１０年経験者の「教科への興味・関心を
高める授業の工夫」についての実践発表を聞いた。
・模擬授業に対する具体的な改善方策について１０年経験者と協議を行い、助言を受け
た。

工夫①　初任者の大量採用による同一校への複数配置に対応するため、初任者研修を
火曜日、水曜日の２回に分けて実施している。

工夫②　教職経験豊富な力量ある再任用教員を拠点校指導教員として配置し、初任者研
修の充実を図っている。

工夫①　高い指導力を有する退職教員等（※１）を指導教員として配置し、教科指導を始
め教育活動全般にわたって、実践的指導力を育成する研修を行っている。

（※１）　原則として校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭又は教諭として２０年以上
勤務し、かつ、退職後５年を経過していない者であること

・指導教員の人材確保が難しい。

教員の年齢構成の二極化により、初任者に近
い先輩であるミドルリーダー層の教員が少なく、
先輩教員の選出が難しくなってきている。

・これまでの経験を若手の教員に伝承してもら
い、教員としての能力形成に役立っている。

【初任者による評価】
＜評価項目＞本研修の内容について理解する
（意識を高める）ことができました。
　あてはまる：９９％　ほぼあてはまる：１％　あ
まりあてはまらない：０％　あてはまらない：０％
【初任者の感想より】
○十分な教材研究がされており、児童一人ひと
りによく考えさせる発問や、数学的考え方を生
かして課題に取り組ませることなど、すばらしい
授業であった。自分自身もさらに学んでいきた
い。（小学校算数）
○導入の工夫や児童の発言を受けた柱立て、
板書や授業の展開など学ぶことが多い授業
だった。特に柱立てはいつも悩んでいたので、
本日学んだことを次の授業から生かしていきた
い。（小学校道徳）
○先輩の授業を見て、テンポのよさ、生徒の活
動量の多さやパワーポイントの分かりやすさに
驚くとともに、音読活動への取り組ませ方や生
徒への接し方等も、実際の場面を見ることがで
き参考になった。学んだことはすぐに取り入れ
たい。（中学校英語）
【成果】
○先輩教員の授業を参観することで、授業の進
め方や発問の仕方等、授業実践の場面で、具
体的に学ぶことができ、初任者が授業改善に
向けた意欲を高めることに効果が高かった。
○研究協議では、先輩教員から、直接具体的
な指導のポイントを学ぶことができ、初任者の
授業実践についての悩みや不安の軽減に効果
が高かった。

・B＆S研修は若手教員と先輩教員の双方に学
びがある。若手教員の育成とミドルリーダーの
育成を一層充実させるため、初任者と１０年経
験者との合同研修だけでなく、初任者と５年経
験者、２年目研受講者と１０年経験者、３年目研
受講者と総合的ミドルリーダー研修受講者に拡
充し、指導主事が初任者の担任となるセンター
チーム制や経年研を中心とした校内チーム制を
実施していく。

今後とも、力量ある再任用教員の確保を継続し
ていく必要がある。

初任者研修を２日に分けることにより、各学校
の行事日程調整が難しい状況がある。

神奈川県

新潟県

愛知県

岡山県

初任については、「経験者からの助言はとても
参考になった」という意見や、「１０年後には自
分もそうなりたい」との意見があった。

１０年経験者については、「協議を行う中で若手
に刺激を受けた」「協議の進め方等は学年会や
保護者面談でいかせる」との意見が出された。

再任用教員の豊富な経験により、充実した研修
を行っている学校が多い。

・学校全体で初任者を育てていこうとする雰囲
気がある。
・研修体制が確立され、学年経営や教科指導
によい影響を与えている。
→学校全体で協働的な指導体制づくりが定着
してきた成果と言える。
・初任者自身も、丁寧で具体的な指導により充
実した研修を実感している。
・宿泊研修により、初任者同士が切磋琢磨する
経験が有効的である。

・若手教員と先輩教員が共に学ぶB＆S研修を
実施することによって、若手教員は先輩教員か
ら実践についてアドバイスを受けたり、効果的
な指導等のヒントを得たりすることができた。ま
た、目標とする教員像を具体的に描くことがで
きた。先輩教員は、自分の実践を振り返るとと
もに、若手教員の育成に関わることの重要性を
確認することができた。

広島県

福岡県

佐賀県

さいたま市

青森県



工夫① 指導教員を援助する学校全体としての協働的な体制の確立 メンターチーム協力
校事業の取組を参考に組織的な初任者への指導・助言を図っている。

工夫② ２年目経験者との合同研修 初任者の課題や改善したいことについて２年目経験
者が先輩としてアドバイスする研修を行っている。

工夫③ 学校訪問指導 初任者の状況を勤務校において把握することによって、初任者の
指導力の向上と校内における研修を支援している。

・自校方式の学校で、担任をしながらの指導教
員には、多忙感がある。
 ・校外における研修の講義内容が、初任者に
とって難度が高かったという反省のもと、２８年
度は研修内容を見直した。具体的には、教科指
導よりも教科横断的な指導に重点をおいたこ
と、１講義の時間を短縮し年間複数回に分けて
実施したことである。
・初任者同士が、なかなか打ち解けられない様
子が見られるため、校外における研修の初めと
終わりに交流する時間を設けたり、講義内容を
アクティブ・ラーニングにしたり、宿泊研修やバ
ス学習時に、初任者同士で企画・運営したりす
る活動等を意図的に取り入れている。

 ・メンターチームの取組が広がっており、初任
者配置校だけでなく、若手メンターチームをつく
り、他の職員も育てる体制が各校に整いつつあ
る。
・２年目経験者との合同研修を通して、校種や
校区を問わず、縦のつながりができている。

指導教諭の高い専門性を生かした日々の指導
により、初任者の指導力の向上が見られる。
校内における初任者への相談体制が整備され
るとともに、教員の良好な人間関係が構築され
ている。

・教科指導員の指導により授業力が向上してい
る。
・座学だけでなく、体験研修や少人数でのワー
クショップ型研修により、主体的な取組を生んで
いる。
・学校、拠点校指導教員、市教委が連携するこ
とで、丁寧なメンタル・サポートが行えている。

１．複数年実施をする事で、１年目の時間的余
裕が生まれ、子どもたちとかかわる時間の増加
につながっている。
２．複数班実施をする事で、少人数になり、初
任者一人一人の状況に応じたよりきめ細かな
指導ができる。また、初任者の状況をより把握
できるようになっている。
３．研修終了前に少人数グループでの情報交
換・意見交流の時間（15～25分間程度）を設け
ている事で、このような機会を通じ、指導主事
等が初任者の状況をより的確に把握するととも
に、初任者同士のつながりが深まっている。

・指導教諭の授業を参観し、その後、教科指導
について協議をすることで、初任者の教科指導
に関する課題の解決につなげることができた。

工夫
①　教科指導教員が拠点校指導教員も兼務している。
②　愛知教育大学附属特別支援学校での１日体験研修を行う。
③　「初任研もアクティブ・ラーニング」を合言葉に、どの講座でも少人数での協議の場をも
つ。
④　不祥事防止の講座を、年２回から年３回に増やした。
⑤　市教委の担当主事が各学期の始めと終わりに初任者全員に手紙を出して相談に
乗っている。
⑥　年３回の自主研修会で、市全体で行われる特色ある行事について学べるようにして
いる。
⑦　初任者同士で授業を見合う場を設けている。
⑧　年度末のアンケートを、次年度の研修に生かしている。
⑨　事後レポートは、その場で短いものを書くことで、負担軽減を図っている。

１．複数年実施
＊１年目：校外研修　小学校 ２３回　中学校 ２２回
校内研修　年間指導全体時数 ２８０時間（うち、直接指導時数 １８０時間）
＊２年目：校外研修　小学校３回　中学校 ３回
校内研修　年間指導全体時数 ２０時間（うち、直接指導時数 １０時間）
２．複数班実施
＊小学校、中学校とも、２班編制で実施している。
３．工夫
（１）本市独自のカリキュラムにより、本市の教育課題に応じた研修（「枚方を知る」、「人権
について考える」
等）をはじめ、特色ある研修を実施するとともに、実施形態としては少人数によるきめ細か
な研修（「授業づくり」）を実施している。

（２）「授業づくり」の研修では、講義や学習指導案作成、模擬授業等の演習、代表者によ
る研究授業、先輩教員による授業（示範授業）の参観等を行っている。

（３）研修終了前に少人数グループでの情報交換・意見交流の時間（１５～２５分間程度）
を設けている。各グループには、指導主事、教育推進プランナー（退職校長・教頭・教諭）
がファシリテーターとして参加し、初
任者に対して指導助言を行ったり、相談に応じたりしている。

工夫①　初任者研修における校外研修「小中学校授業研究」を指導教諭研修と合同開催
した。
午前～初任者による提案授業。授業研究（指導教諭からの助言を含む）
午後～指導教諭の参観授業。教科指導に関する協議。

工夫
①　高い専門性を有する指導教諭を初任者の校内指導教員として配置し、学校として組
織的な指導体制を構築している。
②　指導教諭を中心に、校内の全ての教員を初任者指導に巻き込み、初任者のみならず
校内全ての教員で組織的かつ継続的な研修を行っている。
③　拠点校指導教員が、自分の担当する学校の初任者を集めて、情報交換や研修を行っ
ている。
④　学校内に自主研究団体を立ち上げて、先輩教師と初任者が継続的に研修する場を
設定している。
⑤　初任者が配置されることにより、初任者の研究授業の前に模擬授業や指導案検討を
全ての教員で対応している。

枚方市

大分市

鹿児島市

高崎市

岡崎市

・従来方式の学校では、拠点校方式の学校より
も、授業研究の研修の質が低くなりがちであ
る。
・市外出身者のメンタル・サポートを、実家から
通っている初任者以上に手厚くする必要があ
る。

１．研究授業、校内研究等への指導助言・支援
の状況から、子どもを理解する力及び教材理
解・教材研究をする力、授業を構成する力の向
上を図ることが急務である。
２．研修でも取り組んでいるが、社会人としての
規範意識の醸成及び保護者対応力の向上を図
ることも急務である。

・指導教諭の専門性の高い指導に基づいた授
業の参観も有意義であるが、経験年数の浅い
初任者にとっては、１０年目研修等身近な年代
との合同研修がより効果的であると考えられ
る。

校外研修で、社会の要請や初任者のニーズに
合わせたプログラムを設定することが課題であ
る。


